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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府・日本銀行による経済対策及び金融政策の

推進を背景に、企業収益・雇用情勢の改善や個人消費及び設備投資に持ち直しの動きがみられるな

ど景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、一方で、円安による原材料価格の上昇や中国経済の

減速など景気の下押しリスクもあり、依然として先行きは不透明な状況が続きました。

医薬品業界におきましては、高齢者の増加や医療の高度化等に伴い増大する国民医療費に対し

て、薬価改定や後発医薬品使用促進策など医療費抑制政策が強化されるなか、研究開発費の増加、

企業間競争の激化など取り組むべき課題が山積し、引き続き厳しい経営環境が続きました。

このような環境のもと、当社は、医療において強く求められている輸液などの基礎的医薬品の安

定供給に努めるとともに、業績の確保に向け、主力製品の人工腎臓用透析剤キンダリーなど人工透

析関連製商品を中心に販売促進を図るほか、新規取引先の開拓に取り組むなど営業活動に邁進して

まいりました。

その結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は当初計画を若干上回りました

ものの、前年同四半期と比べ２億20百万円（0.9％）減少の232億50百万円となりました。また、利

益面では研究開発費の増加などで販売費及び一般管理費が増加したことにより、営業利益は１億83

百万円と前年同四半期と比べ１億58百万円（46.4％）の減少、経常利益は１億83百万円と前年同四

半期と比べ１億37百万円（42.8％）の減少、四半期純利益は１億６百万円と前年同四半期と比べ94

百万円（46.9％）の減少となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末の総資産は、722億17百万円と前事業年度末と比べ35億90百万円（5.2

％）の増加、負債は389億20百万円と前事業年度末と比べ38億32百万円（10.9％）の増加、純資産

は332億96百万円と前事業年度末と比べ２億41百万円（0.7％）の減少となりました。

　なお、自己資本比率は46.1％と前事業年度末に比べ2.8％の減少となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末に比べ30億76百万円増加

し、89億75百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費の計上や売上債権、たな卸資産の減少等があ

ったものの、仕入債務の減少等により18億31百万円の収入となりました。（前年同四半期は19億35

百万円の収入）

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により24億25百万円の支出となり

ました。（前年同四半期は４億83百万円の支出）

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等があったものの、長期借入金の増加等に

より36億70百万円の収入となりました。（前年同四半期は４億58百万円の収入）

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、現時点では平成27年３月期決算発表時（平成27年５

月８日）に公表いたしました業績予想に変更ありません。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法については、従来、定率法（ただ

し、茨城工場及び平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）については定額法）

を採用しておりましたが、第１四半期会計期間より定額法に変更しております。

この変更は、当事業年度における茨城工場及び城東工場における大型設備の新設を契機として、

保有する有形固定資産の使用実態を調査・検討した結果、生産設備全般につき耐用年数にわたり長

期安定的に稼働しており、また将来も同様の状況が見込まれることから、期間損益計算をより適正

に行うためには使用期間にわたって均等に原価配分を行うことが適切であると判断し定額法を採用

したものです。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期累計期間の減価償却費は１億48

百万円減少し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ１億41百万円増加しており

ます。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,898 8,975

受取手形及び売掛金 21,181 20,301

商品及び製品 7,807 7,396

仕掛品 103 37

原材料及び貯蔵品 1,377 1,216

その他 1,065 847

貸倒引当金 △2 -

流動資産合計 37,431 38,774

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,587 7,624

土地 9,968 9,968

その他（純額） 6,895 9,061

有形固定資産合計 24,452 26,654

無形固定資産 388 404

投資その他の資産 6,354 6,383

固定資産合計 31,195 33,442

資産合計 68,627 72,217

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,326 8,761

電子記録債務 3,024 2,687

短期借入金 6,138 6,641

未払法人税等 - 162

賞与引当金 936 894

その他の引当金 306 304

その他 6,698 7,238

流動負債合計 26,430 26,690

固定負債

社債 190 152

長期借入金 4,940 8,563

退職給付引当金 1,439 1,422

その他の引当金 233 236

その他 1,855 1,856

固定負債合計 8,658 12,230

負債合計 35,088 38,920
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,010

利益剰余金 12,313 12,058

自己株式 △1,438 △1,443

株主資本合計 36,644 36,384

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,166 1,185

土地再評価差額金 △4,272 △4,272

評価・換算差額等合計 △3,106 △3,087

純資産合計 33,538 33,296

負債純資産合計 68,627 72,217
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 23,470 23,250

売上原価 17,026 16,861

売上総利益 6,444 6,388

返品調整引当金戻入額 0 0

差引売上総利益 6,445 6,389

販売費及び一般管理費 6,103 6,205

営業利益 342 183

営業外収益

受取利息 7 10

受取配当金 47 37

保険関係収益 72 87

投資事業組合運用益 5 49

その他 52 74

営業外収益合計 185 259

営業外費用

支払利息 108 105

生命保険料 64 72

支払手数料 - 64

その他 32 16

営業外費用合計 206 259

経常利益 321 183

特別損失

固定資産除却損 16 16

特別損失合計 16 16

税引前四半期純利益 304 167

法人税、住民税及び事業税 127 101

法人税等調整額 △23 △39

法人税等合計 103 61

四半期純利益 200 106
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 304 167

減価償却費 913 733

投資事業組合運用損益（△は益） 3 △41

固定資産除却損 16 16

賞与引当金の増減額（△は減少） 29 △42

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15 △16

受取利息及び受取配当金 △54 △48

支払利息 108 105

売上債権の増減額（△は増加） 374 880

たな卸資産の増減額（△は増加） △152 637

仕入債務の増減額（△は減少） 91 △902

その他 304 82

小計 1,955 1,573

利息及び配当金の受取額 55 48

利息の支払額 △113 △110

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 37 320

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,935 1,831

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △470 △2,337

投資事業組合への出資による支出 △40 △4

投資事業組合からの分配による収入 26 68

定期預金の払戻による収入 100 -

その他 △99 △152

投資活動によるキャッシュ・フロー △483 △2,425

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 2,450 5,600

長期借入金の返済による支出 △1,534 △1,473

社債の償還による支出 △88 △88

自己株式の取得による支出 △5 △5

配当金の支払額 △361 △360

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 458 3,670

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,910 3,076

現金及び現金同等物の期首残高 7,801 5,898

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,711 8,975
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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